
胃がん検診集計作成要領

平成 20 年度  胃がん検診集計票 市町名：　○　○　市

作成日：

年齢階級 検診回数 対象者数 受診者数
要精検
者数

(がんの
うち)

早期がん

(早期がん
のうち)
mがん

がんの
疑いの
ある者

がん以外
の疾患で
あった者

診断
未確定
の者

（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8） （9） （10） （11） （12）

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

（作成要領）

　この表には、「がん予防重点健康教育及びがん検診実施のための指針について」により平成20年度に市町が実施した胃がん

検診について、市町名・作成日を入力のうえ、集団検診と個別検診で分けて、精検結果別実人員を性・年齢階級・検診回数別

に計上すること。

対象者数（1） （1）「今後の我が国におけるがん検診事業評価の在り方について　報告書」による算出に

　　基づいて報告すること。　

受診者数（2） （2）受診者数は、原爆被爆者の健診による受診者は対象外とすること。

要精検者数（3） （3）胃がん検診を受けた者で、要精密検査とされた者を計上すること。

（4）～（10）は精密検査を受診した者の内訳とすること。

異常なし（4） （4）精密検査受診者のうち、精密検査結果が異常なしであった者を計上すること。

がんであった者（5） （5）精密検査受診者のうち、精密検査結果が胃がんであった者を計上すること。

(がんのうち)早期がん（6） （6）がんであった者（5）のうち、早期がん（がんの浸潤が粘膜内か粘膜下層に留まるもの）を

　　計上すること。（リンパ節転移の有無は考慮に入れない）

(早期がんのうち)mがん（7） （7）早期がん（6）のうち、ｍがん(粘膜内がんのこと：胃壁の5層構造のうち最内層の粘膜内に

　　留まるがん）とすること。

がんの疑いのある者（8） （8）精密検査受診者のうち、精密検査結果ががんの疑いのある者とすること。

がん以外の疾患であった者（9） （9）精密検査受診者のうち、精密検査結果ががん以外の疾患であった者とすること。

診断未確定の者（10） （10）精密検査の結果、検査結果が確定しなかったものを計上すること。

未受診（11） （11）要精検者が精検機関に行かなかったことが判明しているものを計上すること。

未把握（12） （12）精検受診の有無が分からないもの（精検受診、未受診以外のもの全て）を計上すること。

（3）＝（4）＋（5）＋（8）＋（9）＋（10）＋（11）＋（12）となるようご確認お願いします。

検診回数（ア）～（ウ） （ア）初回受診者は、過去３年間に検診受診歴のない人と定義すること。

（ア）～（ウ）「検診回数」の初回(ア)、非初回(イ)の区分けが出来ない場合は、合計(ウ)に

　　記入すること。

全年齢（エ） （エ）全年齢は40歳以上の合計とすること。（39歳以下は含まない）

（入力について）
集計票の合計・全年齢のカーソルには、すべて数式が設定されています。

例えば、D13とD14に入力し、｢上書き保存｣もしくは「数式の設定されたD15」にカーソルを移動しダブルクリックすると、

自動計算されます。

D15「IF(AND(D13="", D14=""), "", SUM(D13:D14))」は、D13,D14に値がある場合に、D13とD14を合計することを表します。

70歳～

全年齢
（エ）

～39歳

40歳～49歳

平成22年1月15日

精密検査受診の有無別人数

精密検査受診者

未受診 未把握
異常なし

がんで
あった者



平成 20 年度  胃がん検診集計票 市町名：

作成日：

【 男 】

年齢階級 検診回数 対象者数 受診者数
要精検
者数

(がんのうち)
早期がん

(早期がん
のうち)
mがん

がんの疑い
のある者

がん以外の
疾患で
あった者

診断未確定
の者

（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8） （9） （10） （11） （12）

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

【 女 】

年齢階級 検診回数 対象者数 受診者数
要精検
者数

(がんのうち)
早期がん

(早期がん
のうち)
mがん

がんの疑い
のある者

がん以外の
疾患で
あった者

診断未確定
の者

（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8） （9） （10） （11） （12）

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

＊実績の計上・入力方法については、別紙胃がん検診集計作成要領をご参照ください。

～39歳

集団検診

～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

全年齢（エ）

40歳～49歳

50歳～59歳

全年齢（エ）

60歳～69歳

70歳～

精密検査受診の有無別人数

未受診 未把握
異常なし

がんで
あった者

精密検査受診者

精密検査受診の有無別人数

未受診 未把握
異常なし

がんで
あった者

精密検査受診者

60歳～69歳

70歳～

胃-集



平成 20 年度  胃がん検診集計票 市町名：

作成日：

【 男 】

年齢階級 検診回数 対象者数 受診者数
要精検
者数

(がんのうち)
早期がん

(早期がん
のうち)
mがん

がんの疑い
のある者

がん以外の
疾患で
あった者

診断未確定
の者

（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8） （9） （10） （11） （12）

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

【 女 】

年齢階級 検診回数 対象者数 受診者数
要精検
者数

(がんのうち)
早期がん

(早期がん
のうち)
mがん

がんの疑い
のある者

がん以外の
疾患で
あった者

診断未確定
の者

（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8） （9） （10） （11） （12）

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

＊実績の計上・入力方法については、別紙胃がん検診集計作成要領をご参照ください。

～39歳

個別検診

～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

全年齢（エ）

40歳～49歳

50歳～59歳

全年齢（エ）

60歳～69歳

70歳～

精密検査受診の有無別人数

未受診 未把握
異常なし

がんで
あった者

精密検査受診者

精密検査受診の有無別人数

未受診 未把握
異常なし

がんで
あった者

精密検査受診者

60歳～69歳

70歳～

胃-個



子宮頸がん検診集計作成要領

平成 20 年度  子宮頸がん検診集計票 市町名：　○　○　市

作成日：

年齢階級 検診回数 対象者数 受診者数
２年連続
受診者数

要精検
者数

(がんのうち)

上皮内が
ん

(がんのうち)

微小浸潤
がん

がんの
疑いの
ある者

がん以外
の疾患で
あった者

診断未確定
の者

（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8） （9） （10） （11） （12） （13）

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

（作成要領）
　この表には、「がん予防重点健康教育及びがん検診実施のための指針について」（以下、「指針」という。）により
平成２０年度に市町が実施した子宮頸がん検診について、市町名・作成日を入力のうえ、精密検査受診の有無別人数を
年齢階級・検診回数別に計上すること。  

対象者数（1） （1）「今後の我が国におけるがん検診事業評価の在り方について　報告書」による算出に基づいて報告

　　すること。　

受診者数（2） （2）受診者数は、原爆被爆者の健診による受診者は対象外とすること。

2年連続受診者数（3） （3）20年度中に子宮頸がん検診を受診した者のうち、19年度にも子宮頸がん検診を受診している者を　

　　計上すること。

要精検者数（4） （4）子宮頸がん検診を受けた者で、要精密検査とされた者を計上すること。

（5）～（11）は精密検査を受診した者の内訳とすること。

異常なし（5） （5）精密検査受診者のうち、精密検査結果が異常なしであった者を計上すること。

がんであった者（6） （6）精密検査受診者のうち、精密検査結果が子宮がんであった者を計上すること。

(がんのうち)上皮内がん（7） （7）がんであった者（6）のうち、上皮内がん（がんの浸潤が子宮頸部の上皮内のみに留まるものとする

　　こと。）を計上すること。

(がんのうち)微小浸潤がん（8） （8）がんであった者（6）のうち、微小浸潤がん（病期Ⅰa1期とⅠa2期）のものとすること。

がんの疑いのある者（9） （9）精密検査受診者のうち、精密検査結果ががんの疑いのある者とすること。

がん以外の疾患であった者（10） （10）精密検査受診者のうち、精密検査結果ががん以外の疾患であった者とすること。

診断未確定の者（11） （11）精密検査の結果、検査結果が確定しなかったものを計上すること。

未受診（12） （12）要精検者が精検機関に行かなかったことが判明しているものを計上すること。

未把握（13） （13）精検受診の有無が分からないもの（精検受診、未受診以外のもの全て）を計上すること。

（4）＝（5）＋（6）＋（9）＋（10）＋（11）＋（12）＋（13）となるようご確認お願いします。

検診回数（ア）～（ウ） （ア）初回受診者は、過去３年間に検診受診歴のない人と定義すること。

（ア）～（ウ）「検診回数」の初回(ア)、非初回(イ)の区分けが出来ない場合は、合計(ウ)に

　　記入すること。

全年齢（エ） （エ）全年齢は20歳以上の合計とすること。（19歳以下は含まない）

（入力について）
集計票の合計・全年齢のカーソルには、すべて数式が設定されています。

例えば、D12とD13に入力し、｢上書き保存｣もしくは「数式の設定されたD14」にカーソルを移動しダブルクリックすると、

自動計算されます。

D14「IF(AND(D12="", D13=""), "", SUM(D12:D13))」は、D12,D13に値がある場合に、D12とD13を合計することを表します。

　　調査後の集計において、受診率の算出については、「指針」の算出方法によるものとし、乳がん検診及び子宮がん
　検診については、以下の算定式により算出します。なお、前年度（平成１９年度）の受診者数については、前回の
　調査にて報告された受診者数を利用するため、今回の報告は不要とします。（不都合があればご連絡ください）

　受診率＝（（前年度の受診者数）＋（当該年度の受診者数）－（前年度及び当該年度における２年連続受診者数））
　　　　　　　／（当該年度の対象者数）×１００

60歳～69歳

精密検査受診の有無別人数

精密検査受診者

未受診

20歳～29歳

～19歳

70歳～

全年齢
（エ）

平成22年1月15日

未把握
異常なし

がんで
あった者



集団検診 平成 20 年度  子宮頸がん検診集計票 市町名：

作成日：

年齢階級 検診回数 対象者数 受診者数
２年連続
受診者数

要精検
者数

(がんのうち)

上皮内がん
(がんのうち)

微小浸潤
がん

がんの
疑いの
ある者

がん以外
の疾患で
あった者

診断未確
定
の者

（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8） （9） （10） （11） （12） （13）

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

＊実績の計上・入力方法については、別紙子宮がん検診集計作成要領をご参照ください。

精密検査受診の有無別人数

精密検査受診者

未受診 未把握
異常なし

がんで
あった者

70歳～

全年齢（エ）

20歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

～19歳

50歳～59歳

60歳～69歳

子-集



個別検診 平成 20 年度  子宮頸がん検診集計票 市町名：

作成日：

年齢階級 検診回数 対象者数 受診者数
２年連続
受診者数

要精検
者数

(がんのうち)

上皮内がん
(がんのうち)

微小浸潤
がん

がんの
疑いの
ある者

がん以外
の疾患で
あった者

診断未確
定
の者

（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8） （9） （10） （11） （12） （13）

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

＊実績の計上・入力方法については、別紙子宮がん検診集計作成要領をご参照ください。

精密検査受診の有無別人数

精密検査受診者

未受診 未把握
異常なし

がんで
あった者

70歳～

全年齢（エ）

20歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

～19歳

50歳～59歳

60歳～69歳

子-個



肺がん検診集計作成要領

平成 20 年度  肺がん検診集計票 市町名： 　○　○　市

作成日：

年齢階級 検診回数 対象者数 受診者数
要精検
者数

(がんのうち)

臨床病期

Ⅰ期がん

がんの
疑いの
ある者

がん以外の
疾患で
あった者

診断
未確定
の者

（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8） （9） （10） （11）

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

（作成要領）

　この表には、「がん予防重点健康教育及びがん検診実施のための指針について」により平成20年度に市町が実施した肺がん

検診について、市町名・作成日を入力のうえ、集団検診と個別検診で分けて、精密検査受診の有無別人数を性・検診方式・

年齢階級・検診回数別に計上すること。

対象者数（1） （1）「今後の我が国におけるがん検診事業評価の在り方について　報告書」による算出に基づいて

　　報告すること。なお、市町全体の肺がん検診の対象者として、集団・個別・X線のみ・X線+喀痰

　　の対象者数は、同数としてください。

受診者数（2） （2）受診者数は、原爆被爆者の健診による受診者は対象外とすること。

要精検者数（3） （3）肺がん検診を受けた者で、要精密検査とされた者を計上すること。

（4）～（9）は精密検査を受診した者の内訳とすること。

異常なし（4） （4）精密検査受診者のうち、精密検査結果が異常なしであった者を計上すること。

がんであった者（5） （5）精密検査受診者のうち、精密検査結果が肺がんであった者を計上すること。

(がんのうち)臨床病期Ⅰ期 （6）がんであった者（5）のうち、臨床病期Ⅰ期がん（臨床病期Ⅰ期までのがんとし、潜伏がん・

　がん（6） 　　０期・Ⅰ期のがん）を計上すること。

がんの疑いのある者（7） （7）精密検査受診者のうち、精密検査結果ががんの疑いのある者とすること。

がん以外の疾患であった者（8） （8）精密検査受診者のうち、精密検査結果ががん以外の疾患であった者とすること。

診断未確定の者（9） （9）精密検査の結果、検査結果が確定しなかったものを計上すること。

未受診（10） （10）要精検者が精検機関に行かなかったことが判明しているものを計上すること。

未把握（11） （11）精検受診の有無が分からないもの（精検受診、未受診以外のもの全て）を計上すること。

（3）＝（4）＋（5）＋（7）＋（8）＋（9）＋（10）＋（11）となるようご確認お願いします。

検診回数（ア）～（ウ） （ア）初回受診者は、前年に検診受診歴のない人と定義すること。

（ア）～（ウ）「検診回数」の初回(ア)、非初回(イ)の区分けが出来ない場合は、合計(ウ)に

　　記入すること。

全年齢（エ） （エ）全年齢は40歳以上の合計とすること。（39歳以下は含まない）

（入力について）

集計票の合計・全年齢のカーソルには、すべて数式が設定されています。

例えば、D13とD14に入力し、｢上書き保存｣もしくは「数式の設定されたD15」にカーソルを移動しダブルクリックすると、

自動計算されます。

D15「IF(AND(D13="", D14=""), "", SUM(D13:D14))」は、D13,D14に値がある場合に、D13とD14を合計することを表します。

精密検査受診者

未受診 未把握
異常なし

がんで
あった者

平成22年1月15日

70歳～

全年齢
（エ）

～39歳

40歳～49歳

精密検査受診の有無別人数



集団検診 平成 20 年度  肺がん検診集計票（胸部X線のみ） 市町名：

【 男 】 ※「胸部X線検査のみ」実施した数を計上してください 作成日：

年齢階級 検診回数 対象者数 受診者数
要精検
者数

(がんのうち)

臨床病期

Ⅰ期がん

がんの
疑いの
ある者

がん以外の
疾患で
あった者

診断
未確定
の者

（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8） （9） （10） （11）

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

【 女 】

年齢階級 検診回数 対象者数 受診者数
要精検
者数

(がんのうち)

臨床病期

Ⅰ期がん

がんの
疑いの
ある者

がん以外の
疾患で
あった者

診断
未確定
の者

（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8） （9） （10） （11）

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

＊実績の計上・入力方法については、肺がん検診集計作成要領をご参照ください。

70歳～

全年齢
（エ）

50歳～59歳

60歳～69歳

～39歳

40歳～49歳

精密検査受診の有無別人数

精密検査受診者

未受診 未把握
異常なし

がんで
あった者

精密検査受診の有無別人数

精密検査受診者

未受診 未把握
異常なし

がんで
あった者

～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～

全年齢
（エ）

肺X-集



個別検診 平成 20 年度  肺がん検診集計票（胸部X線のみ） 市町名：

【 男 】 ※「胸部X線検査のみ」実施した数を計上してください 作成日：

年齢階級 検診回数 対象者数 受診者数
要精検
者数

(がんのうち)

臨床病期

Ⅰ期がん

がんの
疑いの
ある者

がん以外の
疾患で
あった者

診断
未確定
の者

（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8） （9） （10） （11）

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

【 女 】

年齢階級 検診回数 対象者数 受診者数
要精検
者数

(がんのうち)

臨床病期

Ⅰ期がん

がんの
疑いの
ある者

がん以外の
疾患で
あった者

診断
未確定
の者

（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8） （9） （10） （11）

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

＊実績の計上・入力方法については、肺がん検診集計作成要領をご参照ください。

70歳～

全年齢
（エ）

50歳～59歳

60歳～69歳

～39歳

40歳～49歳

精密検査受診の有無別人数

精密検査受診者

未受診 未把握
異常なし

がんで
あった者

精密検査受診の有無別人数

精密検査受診者

未受診 未把握
異常なし

がんで
あった者

～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～

全年齢
（エ）

肺X-個



集団検診 平成 20 年度  肺がん検診集計票（X線・喀痰細胞診） 市町名：

【 男 】 　※「胸部X線検査」+「喀痰細胞診」を実施した数を計上してください 作成日：

年齢階級 検診回数 対象者数 受診者数
要精検
者数

(がんのうち)

臨床病期

Ⅰ期がん

がんの
疑いの
ある者

がん以外の
疾患で
あった者

診断
未確定
の者

（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8） （9） （10） （11）

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

【 女 】

年齢階級 検診回数 対象者数 受診者数
要精検
者数

(がんのうち)

臨床病期

Ⅰ期がん

がんの
疑いの
ある者

がん以外の
疾患で
あった者

診断
未確定
の者

（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8） （9） （10） （11）

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

＊実績の計上・入力方法については、肺がん検診集計作成要領をご参照ください。

70歳～

全年齢
（エ）

50歳～59歳

60歳～69歳

～39歳

40歳～49歳

精密検査受診の有無別人数

精密検査受診者

未受診 未把握
異常なし

がんで
あった者

精密検査受診の有無別人数

精密検査受診者

未受診 未把握
異常なし

がんで
あった者

～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～

全年齢
（エ）

肺X痰-集



個別検診 平成 20 年度  肺がん検診集計票（X線・喀痰細胞診） 市町名：

【 男 】 　※「胸部X線検査」+「喀痰細胞診」を実施した数を計上してください 作成日：

年齢階級 検診回数 対象者数 受診者数
要精検
者数

(がんのうち)

臨床病期

Ⅰ期がん

がんの
疑いの
ある者

がん以外の
疾患で
あった者

診断
未確定
の者

（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8） （9） （10） （11）

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

【 女 】

年齢階級 検診回数 対象者数 受診者数
要精検
者数

(がんのうち)

臨床病期

Ⅰ期がん

がんの
疑いの
ある者

がん以外の
疾患で
あった者

診断
未確定
の者

（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8） （9） （10） （11）

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

＊実績の計上・入力方法については、肺がん検診集計作成要領をご参照ください。

70歳～

全年齢
（エ）

50歳～59歳

60歳～69歳

～39歳

40歳～49歳

精密検査受診の有無別人数

精密検査受診者

未受診 未把握
異常なし

がんで
あった者

精密検査受診の有無別人数

精密検査受診者

未受診 未把握
異常なし

がんで
あった者

～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～

全年齢
（エ）

肺X痰-個



乳がん検診集計作成要領

平成 20 年度  乳がん検診集計票（視触診方式及びマンモグラフィ） 市町名：　○　○　市

作成日：

年齢階級 検診回数 対象者数 受診者数
２年連続
受診者数

要精検
者数

(がんのうち)
早期がん

(早期がん

のうち)

非浸潤が
ん

がんの
疑いの
ある者

がん以外
の疾患で
あった者

診断
未確定
の者

（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8） （9） （10） （11） （12） （13）

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

（作成要領）

　この表には、「がん予防重点健康教育及びがん検診実施のための指針について」（以下、「指針」という。）により

平成２０年度に市町が実施した乳がん検診について、市町名・作成日を入力のうえ、精密検査受診の有無別人数を

検診方式・年齢階級・検診回数別に計上すること。  

対象者数（1） （1）「今後の我が国におけるがん検診事業評価の在り方について　報告書」による算出に基づいて報告

　　すること。　

受診者数（2） （2）受診者数は、原爆被爆者の健診による受診者は対象外とすること。

2年連続受診者数（3） （3）20年度中に乳がん検診を受診した者のうち、19年度にも乳がん検診を受診している者を計上すること。　

要精検者数（4） （4）乳がん検診を受けた者で、要精密検査とされた者を計上すること。

（5）～（11）は精密検査を受診した者の内訳とすること。

異常なし（5） （5）精密検査受診者のうち、精密検査結果が異常なしであった者を計上すること。

がんであった者（6） （6）精密検査受診者のうち、精密検査結果が乳がんであった者を計上すること。

(がんのうち)早期がん（7） （7）がんであった者（6）のうち、早期がん（腫瘤の大きさが触診上2cm以下で転移を思わせるリンパ節を

　　触れず遠隔転移をみとめないもの、及び非浸潤がんを計上すること。（臨床病期の0期またはI期に相当）

(早期がんのうち)非浸潤がん（8）（8）早期がん（7）のうち、非浸潤がん（臨床病期０期）のものとすること。

がんの疑いのある者（9） （9）精密検査受診者のうち、精密検査結果ががんの疑いのある者とすること。

がん以外の疾患であった者（10） （10）精密検査受診者のうち、精密検査結果ががん以外の疾患であった者とすること。

診断未確定の者（11） （11）精密検査の結果、検査結果が確定しなかったものを計上すること。

未受診（12） （12）要精検者が精検機関に行かなかったことが判明しているものを計上すること。

未把握（13） （13）精検受診の有無が分からないもの（精検受診、未受診以外のもの全て）を計上すること。

（4）＝（5）＋（6）＋（9）＋（10）＋（11）＋（12）＋（13）となるようご確認お願いします。

検診回数（ア）～（ウ） （ア）初回受診者は、過去３年間に検診受診歴のない人と定義すること。

（ア）～（ウ）「検診回数」の初回(ア)、非初回(イ)の区分けが出来ない場合は、合計(ウ)に記入すること。

全年齢（エ） （エ）全年齢は40歳以上の合計とすること。（39歳以下は含まない）

（入力について）
集計票の合計・全年齢のカーソルには、すべて数式が設定されています。

例えば、D13とD14に入力し、｢上書き保存｣もしくは「数式の設定されたD15」にカーソルを移動しダブルクリックすると、

自動計算されます。

D15「IF(AND(D13="", D14=""), "", SUM(D13:D14))」は、D13,D14に値がある場合に、D13とD14を合計することを表します。

　　調査後の集計において、受診率の算出については、「指針」の算出方法によるものとし、乳がん検診及び子宮がん

　検診については、以下の算定式により算出します。なお、前年度（平成１９年度）の受診者数については、前回の

　調査にて報告された受診者数を利用するため、今回の報告は不要とします。（不都合があればご連絡ください）

　　受診率＝（（前年度の受診者数）＋（当該年度の受診者数）－（前年度及び当該年度における２年連続受診者数））

　　　　　　　／（当該年度の対象者数）×１００

精密検査受診者

未受診 未把握
異常なし

がんで
あった者

平成22年1月15日

70歳～

全年齢
（エ）

～39歳

40歳～49歳

精密検査受診の有無別人数



　　　　

市町名：

作成日：

集団検診 平成 20 年度  乳がん検診集計票（視触診方式及びマンモグラフィ）

※「視触診+マンモグラフィ」及び「視触診+マンモグラフィ+乳腺超音波」による検診を計上してください

年齢階級 検診回数 対象者数 受診者数
２年連続
受診者数

要精検
者数

(がんのうち)

早期がん
(早期がん

のうち)

非浸潤がん

がんの
疑いの
ある者

がん以外
の疾患で
あった者

診断
未確定
の者

（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8） （9） （10） （11） （12） （13）

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

＊実績の計上・入力方法については、別紙乳がん検診集計作成要領をご参照ください。

精密検査受診の有無別人数

がんで
あった者

60歳～69歳

～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

70歳～

全年齢（エ）

精密検査受診者

未受診 未把握
異常なし

乳-集（S+M）



　　　　

市町名：

作成日：

集団検診 平成 20 年度  乳がん検診集計票（マンモグラフィ）

※「マンモグラフィのみ」及び「マンモグラフィ+乳腺超音波」による検診を計上してください

年齢階級 検診回数 対象者数 受診者数
２年連続
受診者数

要精検
者数

(がんのうち)

早期がん
(早期がん

のうち)

非浸潤がん

がんの
疑いの
ある者

がん以外
の疾患で
あった者

診断
未確定
の者

（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8） （9） （10） （11） （12） （13）

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

＊実績の計上・入力方法については、別紙乳がん検診集計作成要領をご参照ください。

精密検査受診の有無別人数

がんで
あった者

60歳～69歳

～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

70歳～

全年齢（エ）

精密検査受診者

未受診 未把握
異常なし

乳-集（M+U）



　　　　

市町名：

作成日：

集団検診 平成 20 年度  乳がん検診集計票（視触診方式）

※「視触診のみ」及び「視触診+乳腺超音波」による検診を計上してください

年齢階級 検診回数 対象者数 受診者数
２年連続
受診者数

要精検
者数

(がんのうち)

早期がん
(早期がん

のうち)

非浸潤がん

がんの
疑いの
ある者

がん以外
の疾患で
あった者

診断
未確定
の者

（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8） （9） （10） （11） （12） （13）

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

＊実績の計上・入力方法については、別紙乳がん検診集計作成要領をご参照ください。

精密検査受診の有無別人数

がんで
あった者

60歳～69歳

～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

70歳～

全年齢（エ）

精密検査受診者

未受診 未把握
異常なし

乳-集（S+U）



　　　　

市町名：

作成日：

集団検診 平成 20 年度  乳がん検診集計票（乳腺超音波のみ）

※「乳腺超音波のみ」による検診を計上してください

年齢階級 検診回数 対象者数 受診者数
２年連続
受診者数

要精検
者数

(がんのうち)

早期がん
(早期がん

のうち)

非浸潤がん

がんの
疑いの
ある者

がん以外
の疾患で
あった者

診断
未確定
の者

（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8） （9） （10） （11） （12） （13）

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

＊実績の計上・入力方法については、別紙乳がん検診集計作成要領をご参照ください。

精密検査受診の有無別人数

がんで
あった者

60歳～69歳

～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

70歳～

全年齢（エ）

精密検査受診者

未受診 未把握
異常なし

乳-集（U）



　　　　

市町名：

作成日：

個別検診 平成 20 年度  乳がん検診集計票（視触診方式及びマンモグラフィ）

※「視触診+マンモグラフィ」及び「視触診+マンモグラフィ+乳腺超音波」による検診を計上してください

年齢階級 検診回数 対象者数 受診者数
２年連続
受診者数

要精検
者数

(がんのうち)

早期がん
(早期がん

のうち)

非浸潤がん

がんの
疑いの
ある者

がん以外
の疾患で
あった者

診断
未確定
の者

（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8） （9） （10） （11） （12） （13）

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

＊実績の計上・入力方法については、別紙乳がん検診集計作成要領をご参照ください。

精密検査受診の有無別人数

がんで
あった者

60歳～69歳

～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

70歳～

全年齢（エ）

精密検査受診者

未受診 未把握
異常なし

乳-個（S+M）



　　　　

市町名：

作成日：

個別検診 平成 20 年度  乳がん検診集計票（マンモグラフィ）

※「マンモグラフィのみ」及び「マンモグラフィ+乳腺超音波」による検診を計上してください

年齢階級 検診回数 対象者数 受診者数
２年連続
受診者数

要精検
者数

(がんのうち)

早期がん
(早期がん

のうち)

非浸潤がん

がんの
疑いの
ある者

がん以外
の疾患で
あった者

診断
未確定
の者

（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8） （9） （10） （11） （12） （13）

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

＊実績の計上・入力方法については、別紙乳がん検診集計作成要領をご参照ください。

精密検査受診の有無別人数

がんで
あった者

60歳～69歳

～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

70歳～

全年齢（エ）

精密検査受診者

未受診 未把握
異常なし

乳-個（M+U）



　　　　

市町名：

作成日：

個別検診 平成 20 年度  乳がん検診集計票（視触診方式）

※「視触診のみ」及び「視触診+乳腺超音波」による検診を計上してください

年齢階級 検診回数 対象者数 受診者数
２年連続
受診者数

要精検
者数

(がんのうち)

早期がん
(早期がん

のうち)

非浸潤がん

がんの
疑いの
ある者

がん以外
の疾患で
あった者

診断
未確定
の者

（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8） （9） （10） （11） （12） （13）

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

＊実績の計上・入力方法については、別紙乳がん検診集計作成要領をご参照ください。

精密検査受診の有無別人数

がんで
あった者

60歳～69歳

～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

70歳～

全年齢（エ）

精密検査受診者

未受診 未把握
異常なし

乳-個（S+U）



　　　　

市町名：

作成日：

個別検診 平成 20 年度  乳がん検診集計票（乳腺超音波のみ）

※「乳腺超音波のみ」による検診を計上してください

年齢階級 検診回数 対象者数 受診者数
２年連続
受診者数

要精検
者数

(がんのうち)

早期がん
(早期がん

のうち)

非浸潤がん

がんの
疑いの
ある者

がん以外
の疾患で
あった者

診断
未確定
の者

（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8） （9） （10） （11） （12） （13）

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

＊実績の計上・入力方法については、別紙乳がん検診集計作成要領をご参照ください。

精密検査受診の有無別人数

がんで
あった者

60歳～69歳

～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

70歳～

全年齢（エ）

精密検査受診者

未受診 未把握
異常なし

乳-個（U）



大腸がん検診集計作成要領

平成 20 年度  大腸がん検診集計票 市町名：　○　○　市

作成日：

年齢階級 検診回数 対象者数 受診者数
要精検
者数

(がんのう
ち)

早期がん

(早期がん
のうち)
mがん

がんの
疑いの
ある者

がん以外
の疾患で
あった者

診断
未確定
の者

（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8） （9） （10） （11） （12）

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

（作成要領）
　この表には、「がん予防重点健康教育及びがん検診実施のための指針について」により平成20年度に市町が実施した大腸

がん検診について、市町名・作成日を入力のうえ、精密検査受診の有無別人数を性・年齢階級・検診回数別に計上すること。

対象者数（1） （1）「今後の我が国におけるがん検診事業評価の在り方について　報告書」による算出に

　　基づいて報告すること。　

受診者数（2） （2）受診者数は、原爆被爆者の健診による受診者は対象外とすること。

要精検者数（3） （3）大腸がん検診を受けた者で、要精密検査とされた者を計上すること。

（4）～（10）は精密検査を受診した者の内訳とすること。

異常なし（4） （4）精密検査受診者のうち、精密検査結果が異常なしであった者を計上すること。

がんであった者（5） （5）精密検査受診者のうち、精密検査結果が大腸がんであった者を計上すること。

(がんのうち)早期がん（6） （6）がんであった者（5）のうち、早期がん（がんの浸潤が粘膜内か粘膜下層に留まるもの）

　　を計上すること。（リンパ節転移の有無は考慮に入れない）

(早期がんのうち)mがん（7） （7）早期がん（6）のうち、ｍがん(粘膜内がんのこと：胃壁の5層構造のうち最内層の粘膜内に

　　留まるがん）とすること。

がんの疑いのある者（8） （8）精密検査受診者のうち、精密検査結果ががんの疑いのある者とすること。

がん以外の疾患であった者（9） （9）精密検査受診者のうち、精密検査結果ががん以外の疾患であった者とすること。

診断未確定の者（10） （10）精密検査の結果、検査結果が確定しなかったものを計上すること。

未受診（11） （11）要精検者が精検機関に行かなかったことが判明しているものを計上すること。

未把握（12） （12）精検受診の有無が分からないもの（精検受診、未受診以外のもの全て）を計上すること。

（3）＝（4）＋（5）＋（8）＋（9）＋（10）＋（11）＋（12）となるようご確認お願いします。

検診回数（ア）～（ウ） （ア）初回受診者は、過去３年間に検診受診歴のない人と定義すること。

（ア）～（ウ）「検診回数」の初回(ア)、非初回(イ)の区分けが出来ない場合は、合計(ウ)に

　　記入すること。

全年齢（エ） （エ）全年齢は40歳以上の合計とすること。（39歳以下は含まない）

（入力について）
集計票の合計・全年齢のカーソルには、すべて数式が設定されています。

例えば、D13とD14に入力し、｢上書き保存｣もしくは「数式の設定されたD15」にカーソルを移動しダブルクリックすると、

自動計算されます。

D15「IF(AND(D13="", D14=""), "", SUM(D13:D14))」は、D13,D14に値がある場合に、D13とD14を合計することを表します。

平成22年1月15日

精密検査受診の有無別人数

精密検査受診者

未受診 未把握
異常なし

がんで
あった者

～39歳

40歳～49歳

70歳～

全年齢
（エ）



平成 20 年度  大腸がん検診集計票 市町名：

作成日：

【 男 】

年齢階級 検診回数 対象者数 受診者数
要精検
者数

(がんのうち)
早期がん

(早期がん
のうち)
mがん

がんの疑い
のある者

がん以外の
疾患で
あった者

診断未確定
の者

（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8） （9） （10） （11） （12）

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

【 女 】

年齢階級 検診回数 対象者数 受診者数
要精検
者数

(がんのうち)
早期がん

(早期がん
のうち)
mがん

がんの疑い
のある者

がん以外の
疾患で
あった者

診断未確定
の者

（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8） （9） （10） （11） （12）

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

＊実績の計上・入力方法については、別紙大腸がん検診集計作成要領をご参照ください。

60歳～69歳

70歳～

精密検査受診の有無別人数

未受診 未把握
異常なし

がんで
あった者

精密検査受診者

精密検査受診の有無別人数

未受診 未把握
異常なし

がんで
あった者

精密検査受診者

全年齢（エ）

60歳～69歳

70歳～

40歳～49歳

50歳～59歳

～39歳

集団検診

～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

全年齢（エ）

大腸-集



平成 20 年度  大腸がん検診集計票 市町名：

作成日：

【 男 】

年齢階級 検診回数 対象者数 受診者数
要精検
者数

(がんのうち)
早期がん

(早期がん
のうち)
mがん

がんの疑い
のある者

がん以外の
疾患で
あった者

診断未確定
の者

（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8） （9） （10） （11） （12）

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

【 女 】

年齢階級 検診回数 対象者数 受診者数
要精検
者数

(がんのうち)
早期がん

(早期がん
のうち)
mがん

がんの疑い
のある者

がん以外の
疾患で
あった者

診断未確定
の者

（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8） （9） （10） （11） （12）

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

 初回(ア)

 非初回(イ)

 合計(ウ)

＊実績の計上・入力方法については、別紙大腸がん検診集計作成要領をご参照ください。

60歳～69歳

70歳～

精密検査受診の有無別人数

未受診 未把握
異常なし

がんで
あった者

精密検査受診者

精密検査受診の有無別人数

未受診 未把握
異常なし

がんで
あった者

精密検査受診者

全年齢（エ）

60歳～69歳

70歳～

40歳～49歳

50歳～59歳

～39歳

個別検診

～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

全年齢（エ）

大腸-個


